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深町　幸子		議員

菊
永　

今
回
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
、
想
定
外
の

被
害
が
生
じ
て
お
り
、
防
災

計
画
の
見
直
し
が
必
要
と
考

え
る
が
、
本
市
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
た
か
。

市
長　

避
難
所
な
ど
必
要
な

箇
所
の
見
直
し
を
行
う
た
め

市
防
災
会
議
を
６
月
３
日
に

開
催
し
た
。
想
定
外
の
大
災

竹
迫　

東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
、
予
想
を
超
え
る
大
津

波
が
発
生
し
、
多
く
の
生
命

財
産
が
失
わ
れ
た
。
本
市
も

20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
岸
線

を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

避
難
対
策
が
必
要
と
思
う
。

そ
こ
で
、
海
岸
地
区
の
集

害
に
備
え
、
現
在
の
基
準
を

見
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
国
の
中
央
防

災
会
議
及
び
県
で
も
計
画
の

見
直
し
に
向
け
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
い
る
。
本
市
も
検

討
中
で
あ
り
今
後
は
、
国
・

県
の
方
針
を
踏
ま
え
て
再
度

地
域
防
災
計
画
を
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

菊
永　

大
震
災
に
よ
り
本
市

の
各
種
事
業
計
画
へ
の
影
響

は
生
じ
な
い
か
。

市
長　

国
土
交
通
省
が
４
月

１
日
に
発
表
し
た
公
共
事
業

の
予
算
配
分
の
総
額
は
、
被

災
地
へ
振
り
向
け
る
こ
と
を

念
頭
に
５
％
を
留
保
し
て
い

る
。
本
市
の
予
算
に
計
上

し
て
い
る
道
路
整
備
事
業

91
％
、
公
営
住
宅
整
備
事
業

94
％
で
内
示
が
あ
り
、
松
山

小
学
校
の
大
規
模
改
造
事
業

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
内
示

が
保
留
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
今
後
も
要
望
を
続
け

て
い
く
。

計
画
の
見
直
し
は

市
長
／
国
・
県
の
方
針
を
踏
ま
え
検
討

地域防災

避
難
対
策
は

市
長
／
海
抜
標
示
や
避
難
訓
練
で
対
応

津　波

防災訓練中の消防団員

菊永　忠行		議員竹迫　毅		議員

－９人が登壇－
◎校区公民館（各館１部）
◎市立図書館（各館２部）
　１部は貸出用

4 4 4

です。
◎インターネット（南九州市ホームページ）

議会会議録はここで見れます。一般質問
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深町　幸子		議員

深
町　

平
成
22
年
12
月
議
会

に
お
い
て
市
民
音
頭
の
制
定

に
つ
い
て
は
、
市
民
歌
の
制

定
を
行
っ
た
後
、
広
く
市
民

の
意
見
を
聞
い
て
早
急
に
制

定
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
と

発
言
し
て
い
る
。
市
民
歌
が

制
定
さ
れ
た
が
、
今
後
の
市

民
音
頭
制
作
に
向
け
た
具
体

的
な
考
え
方
を
問
う
。

市
長　

本
年
度
、
職
員
で
構

成
す
る
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
平
成
24
年
度
の
予
算
化

に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。

自
主
防
災
組
織
の

　
　
　
　
　
訓
練
は

市
長
／�

引
き
続
き
啓
発
す

る

深
町　

広
報
紙
５
月
号
に
よ

る
と
、
自
主
防
災
組
織
率
は

99
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

自
主
防
災
組
織
に
対
し
防
災

訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る

よ
う
指
導
、
助
言
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

５
月
19
日
現
在
で
組

織
率
100
％
に
な
っ
た
こ
と
で

も
あ
り
、
今
後
は
防
災
訓
練

な
ど
を
多
く
の
団
体
で
実
施

し
て
も
ら
う
た
め
引
き
続
き

啓
発
を
行
い
、
こ
の
組
織
が

120
％
機
能
す
る
よ
う
に
努
力

す
る
。

落
、
河
川
及
び
公
共
施
設
な

ど
に
海
抜
を
標
示
す
る
考
え

は
な
い
か
。
ま
た
、
児
童
生

徒
を
は
じ
め
住
民
の
避
難
対

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

市
長　

東
日
本
大
震
災
を
受

け
て
、
海
抜
標
示
に
つ
い
て

は
、
現
在
場
所
や
看
板
の
レ

イ
ア
ウ
ト
な
ど
担
当
課
で
検

討
中
で
あ
る
。

　

避
難
対
策
は
、
日
頃
の
避

難
訓
練
が
大
事
で
地
元
の
地

図
を
使
っ
た
図
上
演
習
な
ど

を
取
り
入
れ
啓
発
を
図
り
た

い
。
と
に
か
く
高
い
所
へ
避

難
す
る
し
か
方
法
は
な
い
と

思
う
。

教
育
長　

各
学
校
の
海
抜
標

示
に
つ
い
て
は
、
津
波
か
ら

身
を
守
る
こ
と
を
意
識
さ
せ

る
上
か
ら
も
、
児
童
生
徒
、

校
区
民
な
ど
に
分
か
る
標
示

が
必
要
と
考
え
る
。

　

津
波
の
避
難
訓
練
は
、
小

学
校
５
校
、
中
学
校
１
校
で

実
施
し
て
い
る
が
、
今
回
の

よ
う
な
大
津
波
を
想
定
し
て

訓
練
の
在
り
方
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

市
民
音
頭

制作に向けた具体的な考えは

市長／検討委員会を設置

防災訓練に参加する市民

あわてない！　日頃の訓練が大事
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塗木　弘幸		議員

塗
木　

県
道
整
備
の
要
望
を

し
て
い
る
が
、
実
施
さ
れ
な

い
路
線
が
多
く
見
ら
れ
る
。

要
望
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え

か
。

市
長　

県
も
厳
し
い
財
政
事

情
か
ら
新
規
地
区
の
採
択
は

困
難
な
状
況
で
あ
る
。
今
後

も
粘
り
強
く
要
望
を
続
け
て

い
き
た
い
。

塗
木　

頴
娃
宮
ヶ
浜
線
、
飯

山
喜
入
線
、
谷
山
知
覧
線
、

石
垣
喜
入
線
の
折
尾
地
区
、

霜
出
南
別
府
線
、
枕
崎
知
覧

線
な
ど
は
、
改
良
工
事
が
中

断
さ
れ
、
未
整
備
区
間
が

残
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
見

通
し
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

建
設
課
長　

県
と
し
て
は
主

要
地
方
道
を
重
点
的
に
整
備

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
未
だ

に
整
備
実
施
の
目
処
は
た
っ

て
い
な
い
。

塗
木　

本
年
度
の
県
道
整
備

関
連
事
業
の
実
施
予
定
で

は
、
川
辺
、
頴
娃
地
域
に
比

べ
知
覧
地
域
が
少
な
い
と
感

じ
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長　

市
道
な
ど
の
整
備
実

施
に
つ
い
て
は
、
旧
３
町
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら

行
っ
て
い
る
。
県
の
事
業
に

つ
い
て
も
同
様
に
要
望
し
て

い
く
。

県
道
整
備

県への働きかけは

市長／粘り強く要望する

蔵元　慎一		議員

蔵
元　

知
覧
庁
舎
正
面
駐
車

場
は
出
入
口
が
交
差
点
横
に

あ
り
安
全
性
の
面
か
ら
検
証

す
る
考
え
は
な
い
か
。ま
た
、

駐
車
し
づ
ら
い
区
画
と
な
っ

て
い
る
が
、
改
善
す
る
考
え

は
な
い
か
。

市
長　

出
入
口
の
取
り
付
け

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
駐
車

場
の
利
便
性
な
ど
も
考
慮
し

な
が
ら
、
ま
た
、
駐
車
区
画

に
つ
い
て
も
身
障
者
用
、
高

齢
者
専
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も

含
め
て
総
合
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

早
急
な
幹
線
道
路
整
備

を市
長
／�
事
業
再
開
に
向
け

て
要
望
す
る

蔵
元　

主
要
幹
線
道
路
谷
山

知
覧
線
は
、
物
流
、
観
光
の

ル
ー
ト
、
そ
し
て
市
民
の
県

都
へ
の
道
路
と
し
て
重
要
な

路
線
で
あ
る
が
、
急
カ
ー
ブ

も
多
く
事
故
の
発
生
率
も
高

い
箇
所
で
も
あ
る
。
早
急
な

整
備
を
要
請
す
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長　

現
在
、
筆
界
未
定
地

や
県
の
事
業
費
削
減
な
ど
の

理
由
か
ら
事
業
休
止
と
な
っ

て
い
る
。
川
辺
地
区
総
合
開

発
期
成
会
で
も
毎
年
要
望
し

て
お
り
、
事
業
が
再
開
で
き

る
よ
う
今
後
も
強
く
要
望
し

て
い
く
。

改
善
す
る
考
え
は

市
長
／
総
合
的
に
検
討
す
る

庁舎駐車場

出入りがしづらい正面駐車場

南九州議会だより　第15号　一般質問

改良工事が中断されている頴娃宮ヶ浜線
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東　兼喜		議員

東　

南
薩
縦
貫
道
（
知
覧
道

路
）
の
整
備
を
踏
ま
え
、
木

佐
貫
原
周
辺
の
幹
線
道
路
を

優
先
し
て
整
備
す
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長　

知
覧
道
路
の
整
備
状

況
を
見
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
た
い
。

東　

総
合
計
画
第
三
期
実
施

計
画
の
市
道
松
崎
猿
山
線
の

改
良
事
業
の
目
的
と
効
果
を

示
せ
。

市
長　

地
域
の
要
望
や
合
併

に
伴
う
地
域
間
ル
ー
ト
な
ど

交
通
量
が
多
く
な
っ
た
こ
と

や
通
学
路
の
安
全
を
図
る
上

か
ら
も
効
果
が
図
れ
る
。

東　

改
良
事
業
は
幅
員
７

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る

永吉　義輝		議員

永
吉　

東
北
太
平
洋
沖
地
震

規
模
の
津
波
が
来
た
場
合
に

被
害
を
受
け
る
地
域
と
学
校

を
示
せ
。

市
長　

頴
娃
地
域
は
36
自
治

会
、
知
覧
地
域
は
７
自
治

会
、
合
計
で
43
自
治
会
が
想

定
さ
れ
る
。

教
育
長　

小
学
校
、
准
看
護

学
校
、
頴
娃
高
校
を
含
め
５

校
で
あ
る
。

が
、
線
形
や
期
間
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　

こ
の
路
線
は
未
改
良

で
危
険
な
市
道
で
あ
る
が
、

県
道
２
６
３
号
線
（
宮
前
）

に
結
ぶ
計
画
で
、
山
間
部
や

松
崎
宮
間
に
つ
い
て
は
測
量

の
原
形
図
を
基
に
今
後
調
査

検
討
し
た
い
。

東　

知
覧
地
域
取
違
地
区
か

永
吉　

水
没
予
想
地
域
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
し

て
住
民
に
周
知
す
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長　

現
在
作
成
に
向
け
準

備
中
で
あ
り
、
完
成
し
た
ら

全
世
帯
に
配
布
す
る
。
併
せ

て
標
高
標
示
の
看
板
な
ど
を

作
成
し
、
主
だ
っ
た
所
へ
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。

永
吉　

長
崎
集
落
が
孤
立
し

た
場
合
の
対
応
で
市
道
長
崎

荷
辛
路
線
を
避
難
道
と
し
て

整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

市
道
長
崎
荷
辛
路
線

の
整
備
を
検
討
中
で
あ
る
。

ら
城
ヶ
崎
地
区
間
の
市
道

は
、
幅
員
狭
小
で
急
カ
ー
ブ

も
あ
り
交
通
量
も
多
く
、
通

行
に
危
険
な
状
況
で
あ
る
が

改
良
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

こ
の
路
線
は
南
薩
縦

貫
道
の
「
仮
称
知
覧
イ
ン

タ
ー
」
が
平
久
保
付
近
に
設

置
予
定
で
あ
る
。
整
備
さ
れ

る
と
交
通
量
が
分
散
さ
れ
る

と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
推

移
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
庁
舎
建
設

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
導
入
す
る
考
え
は

市
長
／�

総
合
的
に
検
討

永
吉　

市
が
交
付
し
て
い
る

原
付
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な

ど
に
特
色
の
あ
る
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
導
入
す

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

市
の
イ
メ
ー
ジ
作
り

や
観
光
面
な
ど
の
効
用
も
考

え
ら
れ
る
が
、
今
後
調
査
研

究
し
、
費
用
対
効
果
を
含

め
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
。

木
佐
貫
原
周
辺
の
整
備
は

市
長
／�
知
覧
道
路
の
整
備
を
見
な
が

ら
検
討

市道整備

地
域
防
災

津波対策は

市長／�標高板を設置し住民へ
の周知を図る

幅員狭小な小金園線

南九州議会だより　第15号　一般質問

整備検討中の長崎荷辛路線
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加治佐民生		議員

加
治
佐　

地
震
や
津
波
に
対

す
る
市
民
の
安
全
対
策
と
、

庁
舎
の
耐
震
対
策
、
市
民
へ

の
連
絡
体
制
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

市
長　

想
定
外
の
地
震
、
津

波
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
で

も
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
っ
て
お
り
、
本
市
も
そ
の

結
果
を
受
け
て
防
災
計
画
の

見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
庁
舎
の

耐
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
頴

娃
・
知
覧
・
川
辺
３
庁
舎
の

耐
震
改
修
計
画
を
検
討
す

る
。
住
民
へ
の
連
絡
に
つ
い

て
は
地
震
発
生
時
に
は
緊
急

を
要
す
る
た
め
、
防
災
行
政

無
線
を
活
用
し
た
い
。

加
治
佐　

本
市
は
、
九
州
電

力
の
株
主
で
あ
り
、
川
内
原

子
力
発
電
所
か
ら
50
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
圏
内
に
位
置
し
て

い
る
が
、
安
全
対
策
に
つ
い

て
九
州
電
力
へ
要
請
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

県
市
長
会
で
安
全
対

策
の
緊
急
決
議
を
行
っ
て
い

る
が
、
株
主
と
し
て
、
安
全

対
策
に
万
全
を
期
す
よ
う
に

要
請
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

防
　
災

地震・津波対策は

市長／�防災計画の見直しを行
う

伊佐市

姶 良 市

鹿
児
島
市

鹿
屋
市

枕崎市

阿
久
根
市

阿
久
根
大
島

出水市

伊唐島

桂島

諸浦島 獅子島

指
宿
市

知
林
ヶ
島

南さつま市

垂
水
市

新
島

いちき串木野市

南九州市

日
置
市

薩摩川内市
川内原子力発電所

さつま町

長
島
町

湧水町

霧
島
市

曽
於
市

志布志市
大
崎
町

東串良町

肝
付
町

南大隅町

錦
江
町

下窪　一輝		議員

下
窪　

茶
業
振
興
法
が
４
月

２２
日
施
行
さ
れ
た
が
、
主
な

内
容
と
評
価
を
問
う
。

市
長　

茶
業
振
興
法
に
よ
り

生
産
か
ら
流
通
・
消
費
拡
大

な
ど
多
面
的
方
策
を
図
る
た

め
の
予
算
措
置
も
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
本
市
に
お
い
て

も
茶
業
界
が
活
性
化
さ
れ
る
。

下
窪　

日
本
一
の
茶
産
地
の

ブ
ラ
ン
ド
統
一
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

本
市
の
茶
業
は
、質
、

量
と
も
に
国
内
最
大
の
産
地

で
あ
り
、
地
域
活
性
化
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
事
業
効
果
が
最
大
限
に

発
揮
さ
れ
、
茶
業
の
発
展
と

地
域
経
済
浮
揚
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
一
日
も
早
い
統
一
を

図
り
た
い
。

下
窪　

市
単
独
の
防
霜
フ
ァ

ン
設
置
面
積
を
拡
大
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

今
後
の
申
請
状
況
や

未
整
備
地
区
の
状
況
な
ど
を

勘
案
し
、
補
助
対
象
面
積
の

拡
大
を
検
討
し
た
い
。

危
険
通
学
路
対
策
は

教
育
長
／�

実
施
可
能
な
対

応
策
を
検
討

下
窪　

粟
ヶ
窪
小
学
校
東
門

付
近
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

考
え
か
。

教
育
長　

抜
本
的
な
安
全
対

策
に
つ
い
て
里
道
を
管
理
す

る
財
政
課
と
連
携
を
図
り
、

実
施
可
能
な
対
応
策
を
検
討

す
る
。

ブ
ラ
ン
ド
の
統
一
は

市
長
／�一日
も
早
く
統
一を
図
り
た
い

茶業振興

一日も早いブランド統一が待たれる南九州茶

川内原子力発電所から50キロ圏内




